
２０１９年  １１月  １０日 ≪ 聖 餐 式 ≫ 

 主 日 礼 拝 

①８時半  ②10 時半     ③19 時 

 司  会  ①石井師  ②白川 達男兄  ③石井師 

奏  楽 

祈  祷  ①石井師  ②石井 洋子姉  ③石井師 

賛  美  聖歌 580 番 & ～あなたがたわたしを選んだのではない～ 

十  戒 

聖  書  ➀テトスへの手紙３章１～７節 

      ➁コロサイ人への手紙３章１２～１７節 

特別賛美  大和カルバリー聖歌隊＆アンサンブル 

メッセージ  ①「豊かに注がれている別世界」大川従道主任牧師                                                                                                                                                   

      ➁「ＡＩと偶像礼拝」石井 潤牧師 

聖 餐 式  賛美「主イエスの十字架の血で」 

献  金  聖歌229番 ～アメイジング・グレイス～ 

祝  祷             〔献金当番：渡辺姉・寺澤千姉〕 

お知らせ                  【司会者】 

賛  美  ～見よ、わたしは～ 
 

礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！ 
《今週のお知らせ》 

１．本日昼食後1時～、会堂の大掃除を行います。クリスマス、新年に向けて。 

２．今週の祈祷会は、☆早天祈祷会:月曜朝６時。☆木曜祈祷会:①午前 10時半、 

②夜７時半。大野義也伝道師（大和祈祷会映像）。☆準備祈祷会:土曜夜８時。 

３．土曜午後 2時～、千曲市の小山姉宅にてバイブルスタディが行われます。 

４．来週の日曜の午後は、執事会を行います。クリスマス祝会について。 

 

 
 

一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔１１/１０－１７〕 

Date 日 月 火 水 木 金 土 日 

旧約 
哀歌 
１・２章 

３－ 
５章 

エゼキエル 
１－３章 

４－ 
６章 

７－ 
９章 

１０－ 
１２章 

１３－ 
１５章 

１６章 

新約 
ヘブル 
７章 

８章 ９章 
１０：１ 
－２３ 

１０：２４ 
－３９ 

１１：１ 
－１９ 

１１：２０
－４０ 

１２章 

チェック 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 

11/21(木):大手家庭集会 24(日):収穫感謝礼拝/聖歌隊 

25(月):長野家庭集会 28(木):ＷＯＧＡ集会 

 



 

 
｢何か問題が起った時には、キリストに審判者となっていただき、その審判に服し、心に平安を

得るようにしなさい。あなたがたがこの世から救い出され、教会の一員として加えられたのは、

このキリストの平和が成り立つためである。また、感謝の心を持つようにしなさい。」 

コロサイ３章１５節〔現代訳〕 
 

士師記に出てくる表現に「そのころ、イスラエルには王がなかったので、おのおの自分の目

に正しいと見るところをおこなった。」という考えさせられる言葉があります。「王がいない」とい

うことが当時の彼らに欠けていることでした。それは周囲の国々を見るときに「自分たちには

王がいないなぁ」と比較して考えていました。しかし、イスラエルには「主」である神さまが王で

あったにも関らず、未信者と同じように物足りなく感じてしまっていたのです。 

「間違った生き方に終止符を打つんだ。自身の中にある、この世のものを絶つんだ！性

的な罪、わいせつ、欲望に心を奪われたり、この世のものに依存したり・・・自分、自分、自

分のためにあらゆるものを求めることは、偶像礼拝同然だ！」（５節･アライブ訳）。 

今回の「ドクターX」では、医療現場における「AI」との闘いという設定になっていますが、ち

ょっと近未来に行きすぎのような気もしますが、もしも「AI」がどんどん進化していったらあのよ

うな世界ができあがってもおかしくないのかもしれません。 

人類にとって、「AI」の世界、それは科学の世界でもありますが、それらは「偶像」になりえ

るということです。そして、それは人間のための必要であるということですが、元々は自己中心、

貪欲からやってくるものであり、神を畏れる心を失った人間の罪以外の何ものでもありません。

世のため、人のためと言って、自分の生き方、考え方を正当化している私たちがいます。しか

し、そこには神様への感謝の心が欠如しているのです。 

「いがみ合わず、赦しあって仲直り。いやなことをされたら、王・イエスが赦したように、無条

件で赦すんだ。これらすべてを踏まえると、新しい人生で最も重要なのは、互いに愛し合うこ

とだ。愛は究極の一致と団結を生む。救世主（キリスト）からくる調和で心と生活を満たすん

だ。調和によってあなたはイエスの体と繋ぎ合わされているからだ。どんな時にも感謝を忘れ

ずに。」（13‐15節･アライブ訳）イエス様が私たちの中心におられるなら、私たちの心は赦しと

愛の心に満たされ、すべての人間関係は調和と平和に満たされ、人々の心に感謝の心が

溢れてくるとパウロは語りました。 

先週の「秋のチャペルコンサート」が祝福されたことを感謝します！今度は来月２２日のク

リスマスに向けて進みます。毎年来るクリスマス。しかし、今年はまた新しく主とお出会いでき

るように飢え渇きと期待を持って今年のクリスマスをお迎え致しましょう！ 

「ＡＩと偶像礼拝」 
～キリストに従うことこそ平和の道～ 


